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こ
れ
を
み
る
と
、
２
０
１
０
年
の

「
中
国
漁
船
衝
突
」
事
件
、
12
年

の
「
尖
閣
国
有
化
」
の
際
に
行
な

っ
た
、
対
日
レ
ア
ア
ー
ス
輸
出
停

止
、
日
本
製
品
の
通
関
検
査
強
化

や
不
買
運
動
、
反
日
デ
モ
と
同
様

に
、
段
階
を
踏
ん
で
日
本
政
府
の

非
を
正
そ
う
と
す
る
中
国
政
府
の

姿
勢
が
伺
え
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
事
態
の
背
景

に
あ
る
国
際
情
勢
の
根
本
的
変
化

は
、
米
帝
国
主
義
の
覇
権
の
衰
退

と
そ
れ
を
軍
事
力
に
よ
っ
て
補
お

う
す
る
米
国
戦
略
の
展
開
、
抬
頭

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
と
も

に
多
国
間
主
義
に
よ
っ
て
歴
史
の

新
し
い
段
階
を
切
り
開
こ
う
と
す

る
中
国
・
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
の
関
係

強
化
に
現
わ
れ
て
い
る
。
高
市
政

権
は
帝
国
主
義
の
後
退
を
防
ご
う

と
前
の
め
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
数
年
、
対
中
戦
争
を
想
定
し
た

合
同
軍
事
演
習
、
沖
縄
・
南
西
諸

島
を
中
心
に
日
本
列
島
全
体
で
戦

争
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
今
、
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ

日
本
維
新
の
会
も
連
立
政
権
合
意

書
で
来
年
の
通
常
国
会
で
同
様
の

法
律
を
制
定
す
る
と
し
て
い
て
、

こ
の
３
党
が
ま
と
ま
れ
ば
衆
参
両

院
で
過
半
数
に
達
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
「
国
旗
損
壊
罪
」
は

過
去
に
廃
案
に
な
っ
て
い
る
高
市

早
苗
首
相
肝
入
り
の
法
案
で
、
自

民
党
が
野
党
時
代
の
２
０
１
２
年

に
法
案
を
提
出
し
た
が
結
局
廃
案

と
な
っ
た
。「
日
本
を
侮
辱
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
れ
を
国

家
権
力
が
判
断
し
て
「
犯
罪
」
と

し
て
取
り
締
ま
る
、
国
家
権
力
批

判
を
封
じ
る
思
想
弾
圧
法
に
ほ
か

な
ら
な
い
危
険
な
法
律
な
の
だ
。

自
民
党
内
に
さ
え
慎
重
論
が
あ

り
、
岩
屋
毅
前
外
相
は
か
つ
て
の

「
国
旗
損
壊
罪
」
に
反
対
し
た
理

由
と
し
て
「
立
法
事
実
が
な
い
か

ら
だ
。
立
法
事
実
が
な
い
の
に
法

律
を
つ
く
る
こ
と
は
国
民
を
過
度

に
規
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」

と
語
っ
て
い
る
。
立
法
事
実
と
は

何
か
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
を
例

に
あ
げ
よ
う
。
法
律
が
で
き
る
以

ズ
ム
の
台
頭
と
い
う
流
れ
に
も
乗

っ
て
、
高
市
政
権
は
、
軍
事
費
大

幅
増
額
、
安
保
３
文
書
改
定
、
防

衛
装
備
移
転
制
度
の
改
悪
、
非
核

三
原
則
「
見
直
し
」
な
ど
、
安
保

法
制
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
と
い
う
安
倍
の
強
行
し
た

戦
後
平
和
憲
法
の
切
り
崩
し
路
線

を
忠
実
に
継
承
し
、
戦
争
国
家
化

を
完
成
に
ま
で
押
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
戦
前
と
同
じ
よ
う
に

そ
れ
に
手
を
貸
す
メ
デ
ィ
ア
、
政

治
家
、
評
論
家
の
発
言
の
悪
例
は

枚
挙
し
て
余
り
あ
る
。
薛
剣
総
領

事
の
日
本
の
侵
略
再
現
へ
の
強
い

警
告
の
裏
に
は
、
現
役
首
相
の

「
中
国
に
戦
争
を
仕
掛
け
る
」
と

い
う
発
言
に
た
い
し
て
、
日
、

独
、
伊
が
国
際
連
合
に
お
い
て
い

ま
も
「
敵
国
条
項
」
対
象
国
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
と
い
う

意
図
が
あ
っ
た
（
７
面
墨
面
論
文

参
照
）。
侵
略
者
は
か
つ
て
の
蛮

行
を
忘
れ
て
も
、
生
命
を
奪
わ
れ

た
人
び
と
の
記
憶
は
決
し
て
忘
れ

ら
れ
な
い
。�

【
逢
坂
秀
人
】

前
か
ら
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に
苦
し

む
人
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
警
察

は
「
痴
話
喧
嘩
」「
民
事
不
介
入
」

と
し
て
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
殺

人
事
件
が
起
こ
る
に
至
っ
て
よ
う

や
く
立
法
化
さ
れ
犯
罪
行
為
と
認

め
ら
れ
る
。「
国
旗
損
壊
罪
」
に

そ
の
よ
う
な
立
法
事
実
は
な
い
。

参
政
党
の
街
頭
演
説
に
対
し
市
民

ら
が
×
印
を
つ
け
た
「
日
の
丸
」

を
掲
げ
て
抗
議
し
た
の
が
気
に
入

ら
な
い
と
い
う
だ
け
だ
。

参
政
党
の
ま
き
散
ら
す
ニ
セ
情
報

に
対
し
フ
ァ
ク
ト
（
真
実
）
を
突

き
つ
け
て
い
く
活
動
を
粘
り
強
く

行
な
い
な
が
ら
、
こ
の
政
党
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
的
・
反
人
民
的
本
性
を

暴
き
出
し
て
い
こ
う
。
11
月
29

日
、
参
政
党
は
「
ス
パ
イ
防
止
法

関
連
法
案
」
を
参
議
院
に
提
出
し

た
。
高
市
自
維
政
権
の
も
と
、
参

政
党
は
こ
の
政
権
を
よ
り
反
動
的

な
方
向
に
引
っ
張
る
非
常
に
危
険

な
役
割
を
担
っ
て
い
く
に
違
い
な

い
。
真
正
面
か
ら
の
対
決
が
必
要

だ
。�

【
藤
本
愛
子
】

た
。
そ
の
後
70
年
代
に
米
中
が
接

近
し
、日
中
共
同
声
明（
１
９
７

２
年
）が
出
さ
れ
た
。田
中
角
栄

政
権
は
、「
台
湾
が
中
華
人
民
共

和
国
の
領
土
の
不
可
分
の
一
部
」

で
あ
る
こ
と
を
尊
重
す
る
と
約
束

し
、「
ひ
と
つ
の
中
国
」原
則
を
承

認
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
日

本
軍
国
主
義
の
中
国
侵
略
戦
争
の

歴
史
に
た
い
す
る
不
承
不
承
の

〝
反
省
〟が
あ
っ
た
。日
清
戦
争
の

り
村
井
知
事
は
知
事
選
直
前
の
９

月
、
許
可
権
限
を
持
つ
県
内
自
治

体
か
ら
前
向
き
な
回
答
が
な
か
っ

た
と
し
て
「
検
討
自
体
を
撤
回
す

る
」
と
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
そ
れ
以
外
に
も
村
井
氏
へ
の

誤
情
報
に
も
と
づ
い
た
「
仙
台
市

は
水
道
事
業
を
外
資
に
売
っ
た
」

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
推
進
し
て
い

る
」
な
ど
と
い
う
〝
批
判
〟
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
拡
散
さ
れ
た
。

顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
台
問
題
は
両
岸
問
題
で
あ
り
、

将
来
の
統
一
を
目
標
と
す
る
問
題

で
あ
る
。
高
市
発
言
は
、
台
湾
独

立
勢
力
に
媚
び
を
売
り
中
国
の

「
核
心
的
利
益
」
中
の
「
核
心
」

を
侵
害
す
る
内
政
干
渉
だ
。
こ
の

発
言
を
「
日
中
間
の
合
意
、
約
束

に
対
す
る
重
大
な
違
反
・
挑
戦
」

と
し
て
ぜ
っ
た
い
容
認
し
な
い
と

い
う
中
国
の
立
場
は
当
然
だ
。
こ

ハ
ッ
ク
」
に
通
ず
る
も
の
だ
。

11
月
９
日
に
投
開
票
が
行
な
わ
れ

た
東
京
都
葛
飾
区
議
選
で
は
、
外

国
人
材
の
受
け
入
れ
を
問
題
視
す

る
参
政
党
公
認
の
新
人
候
補
が
ト

ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。
６
月
の

兵
庫
県
尼
崎
市
議
選
で
も
新
人
が

ト
ッ
プ
当
選
し
て
い
る
。
参
政
党

は
各
地
の
地
方
選
で
勢
力
拡
大
を

は
か
っ
て
い
る
。
11
月
上
旬
時
点

で
地
方
議
員
は
都
道
府
県
議
９

使
に
抗
議

・
15
日
中
国
外
務
省
訪
日
自
粛
呼

び
か
け

・
16
日
中
国
教
育
省
が
日
本
留
学

の
慎
重
検
討
を
勧
告
。

・
18
日
金
井
局
長
、
中
国
外
務
省

ア
ジ
ア
局
長
協
議

・
19
日
中
国
、
日
本
水
産
物
の
輸

入
停
止

・
20
日
中
国
国
際
航
空
、
日
本
便

の
減
便

調
査
で
、
参
政
党
の
支
持
率
が
野

党
の
ト
ッ
プ
を
維
持
し
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

国
会
で
議
席
数
を
大
き
く
増
や
し

て
議
案
提
出
権
を
得
た
参
政
党

は
、
10
月
27
日
に
「
日
本
国
国
章

損
壊
罪
」
を
盛
り
込
ん
だ
刑
法

「
改
正
」
法
案
を
参
議
院
に
提
出

し
た
。「
日
本
を
侮
辱
す
る
目
的

で
国
旗
を
傷
つ
け
る
行
為
を
罰
す

る
」
と
い
う
も
の
だ
。
自
民
党
と

決
の
問
題
と
し
て
惹
起
さ
れ
た
の

は
、
帰
属
先
を
明
記
せ
ず
係
争
問

題
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
国
共
内

戦
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
勝
利

に
よ
る
中
国
革
命
の
成
就
（
１
９

４
９
年
）
と
国
民
党
の
台
湾
へ
の

撤
退
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
し
た

米
帝
国
主
義
陣
営
に
よ
る
「
共
産

中
国
」
封
じ
込
め
政
策
に
よ
っ
て

「
二
つ
の
中
国
」
問
題
が
出
現
し

１
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

後
に
は
５
倍
以
上
に
増
加
し
た
。

外
国
人
が
増
え
れ
ば
、
多
様
な
宗

教
、
文
化
へ
の
対
応
に
行
政
が
追

わ
れ
る
の
は
必
至
だ
。
も
ち
ろ
ん

異
論
や
抵
抗
感
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
「
多
文
化
共
生
」
社
会
を

目
指
す
の
な
ら
議
論
す
る
こ
と
は

避
け
て
通
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の

土
葬
墓
地
へ
の
〝
批
判
〟
が
強
ま

賠
償
と
し
て
台
湾
を
盗
み
取
り
、

台
湾
霧
社
蜂
起
を
虐
殺
で
沈
黙
さ

せ
、「
守
れ
満
蒙
＝
帝
国
の
生
命

線
」と
嘯
き
、「
日
本
民
族
の
血
と

汗
の
結
晶
！
特
殊
権
益
断
じ
て
侵

害
を
許
さ
ず
」（『
東
京
日
日
新
聞
』

１
９
３
０
年
10
月
）
と
、「
満
州

事
変
」（
31
年
）、
そ
し
て
日
中
全

面
戦
争
（
37
年
）
に
突
入
し
て
い

っ
た
中
国
侵
略
の
歴
史
の
教
訓
が

わ
か
り
や
す
い
「
敵
」
と
し
て
外

国
人
を
排
斥
し
て
支
持
を
集
め
る

の
が
参
政
党
の
手
法
だ
。
独
自
候

補
を
擁
立
す
る
ま
で
も
な
く
支
持

母
体
の
弱
い
新
人
候
補
と
組
め
ば

現
職
を
破
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
こ
と
を
見
せ
つ
け
た
。
今
回

の
宮
城
県
知
事
選
挙
は
、
選
挙
を

情
報
の
拡
散
や
売
名
、
金
儲
け
な

ど
に
利
用
す
る
い
わ
ゆ
る
「
選
挙

の
間
の
経
緯
を
振
り
か
え
る
。

・
11
月
７
日
高
市
国
会
答
弁

・
８
日
薛
剣
駐
大
阪
総
領
事
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿

・
11
日
自
民
党
薛
氏
国
外
退
去
の

決
議
を
首
相
官
邸
に
提
出

・
13
日
中
国
外
務
次
官
が
金
杉
駐

中
国
大
使
に
抗
議

・
14
日
船
越
外
務
事
務
次
官
が
薛

氏
の
投
稿
に
つ
い
て
駐
日
中
国
大

人
、
市
区
町
村
議
１
６
４
人
の
計

１
７
３
人
だ
。
７
月
の
参
院
選
で

は
全
45
選
挙
区
と
比
例
区
で
計
55

人
を
擁
立
し
、
主
要
政
党
で
は
自

民
の
79
人
に
次
い
で
２
番
目
に
多

か
っ
た
。
次
期
衆
院
選
で
は
１
０

０
人
以
上
の
擁
立
、
30
人
以
上
の

当
選
を
目
指
す
と
い
う
。
こ
の
目

標
が
ま
っ
た
く
の
絵
空
事
で
は
な

い
こ
と
は
、
こ
の
間
の
各
種
世
論

11
月
７
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
に

お
け
る
高
市
の
「
台
湾
有
事
」
発

言
は
、
中
国
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な

内
政
干
渉
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
（
明
白
な
憲
法
９
条
違

反
）
に
よ
る
中
国
へ
の
再
侵
略
戦

争
を
公
然
と
予
告
し
た
き
わ
め
て

悪
質
か
つ
重
大
な
発
言
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
断
固
糾
弾
す
る
。

歴
代
首
相
と
し
て
初
め
て
台
湾
問

題
へ
の
軍
事
介
入
の
可
能
性
に
言

及
し
た
暴
言
は
、
近
年
に
お
け
る

安
倍
元
首
相
の
妄
言
「『
台
湾
有

事
』
は
『
日
本
有
事
』」（
２
０
２

１
年
12
月
）、「
日
台
米
、
闘
う
覚

悟
が
台
湾
海
峡
の
抑
止
力
」（
麻

生
自
民
副
総
裁
２
０
２
３
年
８

月
）
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
発
言
で

あ
る
。
現
役
首
相
の
国
会
で
の
答

弁
で
あ
り
単
に
言
葉
を
滑
ら
せ
た

と
し
て
発
言
を
撤
回
す
れ
ば
済
む

と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
即
刻
退

陣
す
べ
き
だ
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に

お
け
る
日
本
の
台
湾
及
び
澎
湖
諸

島
の
放
棄
に
対
し
、
戦
後
、
未
解

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ

る
参
政
党
の
勢
い
が
止
ま
ら
な

い
。
10
月
26
日
に
投
開
票
が
行
な

わ
れ
た
宮
城
県
知
事
選
で
現
職
の

村
井
嘉
浩
氏
が
６
選
を
果
た
し
た

が
、
次
点
の
和
田
政
宗
氏
と
の
差

は
わ
ず
か
１
万
６
千
票
、
仙
台
市

内
の
得
票
で
は
和
田
氏
が
村
井
氏

を
制
し
た
。
参
政
党
が
和
田
氏
を

全
面
支
援
し
神
谷
宗
幣
代
表
は
何

度
も
仙
台
入
り
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
村
井
氏
が
や
り
玉
に
あ
げ
ら
れ

た
の
が
外
国
人
の
「
土
葬
墓
地
」

を
め
ぐ
る
問
題
だ
。
昨
年
10
月
に

村
井
知
事
は
県
内
で
の
土
葬
墓
地

の
設
置
を
検
討
す
る
と
表
明
し

た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど
宗
教
上

の
理
由
か
ら
火
葬
が
で
き
な
い
外

国
人
ら
の
要
望
を
受
け
た
形
だ
。

日
本
は
火
葬
が
主
流
で
土
葬
墓
地

は
全
国
で
11
か
所
の
み
。
東
北
は

ゼ
ロ
だ
。
近
年
日
本
は
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
き
た

が
特
に
被
災
地
で
は
そ
の
増
加
が

著
し
い
。
宮
城
労
働
局
に
よ
る
と

県
内
の
外
国
人
労
働
者
は
２
０
１

高
市
の「
台
湾
有
事
」発
言
を
糾
弾
す
る

公
然
た
る
中
国
へ
の
再
侵
略
宣
言

反
動
攻
勢
の
先
兵
、参
政
党
の
跳
梁
を
許
す
な

「
選
挙
ハ
ッ
ク
」と「
国
旗
損
壊
罪
」

＜レポート＞沖縄を二度と戦場にするな� ２面２面

＜座談会＞レバカレ2025に参加して� ４〜５面４〜５面

関生弾圧国賠訴訟一審不当判決糾弾！�５面５面

高市の「台湾有事」発言を批判する� ７面７面

政府・資本の悪質さを最賃制にみる� ８面８面

十月革命108周年記念集会開催� ９面９面

ケーテ‐コルヴィッツ　その生涯と仕事� 11面11面

北海道への核の持ち込みは許さない！　11・23幌延デー北海道集会、約600名が参加した。（関連記事10面）




